
小学6年  適性検査Ａ ── 解答と解説

（配点　計100点）
　⑴①、②、⑸②㋐～㋒、　⑹（図）……各2点
　⑵、⑷㋐～㋕、　⑴～⑷、⑸①、②P、R……各3点
　⑴③（内容3点・表記1点）、　⑸③（内容3点・表記1点）、
　⑹（説明）（内容①2点・内容②1点・表記1点）……各4点
　⑶（割合）（完答）、⑶（グラフ）……各6点
　⑸①（内容①3点・内容②3点・表記1点）、
　⑹（内容①3点・内容②3点・表記1点）……各7点
　⑺（内容①4点・内容②3点・表記1点）……8点
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水 を く ん だ ド ラ ム を 転 が し て 運 べ る の で 、
水 を 運 ぶ の に か か る 体 へ の 負 担 や 時 間 を 減
ら す こ と が で き る か ら 。

【例】
つぶの大きいものが先にしずみ、小さいものは後にしずむ。よって、バ
ケツの底に小石がしずみ、その上に砂がしずむので、バケツを横から見
ると図のようになる。

日 本 の 川 は 上 流 と 下 流 の 標 高 差 が 大 き く 、 川
の 長 さ も 短 い た め 、 川 に 降 っ た 雨 が す ぐ に 海
へ と 流 れ て し ま う か ら 。

24.5 3500 【例】食べ物にふくまれる水分を体内に取り入れる。
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イ ア イ 【例】土砂が運ばれるほど、川の流れが速くなって
　　いるから。
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水 く み を 改 善 す る た め に 、 上 下 水 道 の 整 備 や
い 持 に 必 要 な 人 材 育 成 が 必 要 で あ る と 思 う 。
上 下 水 道 が で き れ ば 、 水 く み も 減 り 、 仕 事 に
就 け る 女 性 や 学 校 で 学 べ る 子 ど も が 増 え る と
思 う 。 さ ら に 、 女 性 の 社 会 進 出 や 生 産 性 の 向
上 に よ り 、 そ の 国 の 経 済 が 発 展 す る と 思 う 。
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【例】
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【解　説】

1　

（1）　①　�花子さんの体重は35kgです。花子さんは子どもなので、体重のおよそ70%を水がしめ

ていることになります。70%＝0.7より、35×0.7＝24.5（kg）となります。

　　��②　�花子さんが１日にとる必要がある水の量のうち、最も多い場合を考えるので、「１kgあ

たりに必要な水分量」を100mLとします。100×35＝3500（mL）となります。

　　��③　�私たちは直接水を飲む以外に、食べ物にふくまれる水分も体内にとり入れています。

この問題では、①「食べ物から」など、直接水を飲む以外の方法で、水分を体内にとり

入れる方法が正しく書かれているかどうか、②表現や表記などに誤
あやま

りがないかどうか

を中心に見ています。

（2）　�「人間にとって使いやすい形で存
そん

在
ざい

する水」は、14億km3の0.01%しかありません。0.01%＝

0.0001より、1,400,000,000×0.0001＝140,000（km3）となります。

（3）　�表１にある地
ち

域
いき

の割
わり

合
あい

を整数で求めると、次のよう

になります。円グラフに表すと右のようになります。

　　��（各地域の割合）

（4）　�㋐～㋕のそれぞれが正しいかどうかを検証します。

　　��㋐　�2000年から2015年にかけて、国内全体の改
かい

善
ぜん

された飲み水を利用できない人の割合の

減少が最も大きい国はエチオピアで、国内全体の改善された衛
えい

生
せい

施
し

設
せつ

を利用できない

人の割合の減少が最も大きい国はアンゴラです。よって×となります。

　　��㋑　�2000年から2015年にかけて、国内全体の改善された衛生施設を利用できない人の割合

が増加した国は赤道ギニアとパプアニューギニアの２か国です。しかし、国内全体の

改善された飲み水を利用できない人の割合は、赤道ギニア、パプアニューギニア共に

減少しています。よって×となります。

　　��㋒　�2000年から2015年にかけて、都市部の改善された飲み水を利用できない人の割合の減

少と、都市部の改善された衛生施設を利用できない人の割合の減少が最も大きい国は

どちらもアンゴラです。よって〇となります。

　　��㋓　�2000年、2015年における、それぞれの国の改善された飲み水を利用できない人の割合、

改善された衛生施設を利用できない人の割合を調べます。すると、改善された飲み水

を利用できない人の割合は2015年のバングラデシュが、改善された衛生施設を利用で
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きない人の割合は2015年のエチオピア、2015年のコンゴ民主共和国、2015年のバング

ラデシュが、それぞれ農村部より都市部の方が多いことがわかります。よって×とな

ります。

　　��㋔　�2000年において、国内全体の改善された飲み水を利用できる人の割合が最も高い国（＝

改善された飲み水を利用できない人の割合が最も低い国）はインドで、国内全体の改善

された衛生施設を利用できる人の割合が最も高い国（＝改善された衛生施設を利用でき

ない人の割合が最も低い国）は赤道ギニアです。よって〇となります。

　　��㋕　�2015年における下
げ

痢
り

による０～４歳
さい

児
じ

の死亡率は、どの国も15％を下回っています。

しかし、2000年から2015年にかけて、コンゴ民主共和国のみ、下痢による０～４歳児

の死亡率が増加しています。よって×となります。

（5）　①　�こうした地域では、バケツやタンクなどに水をくんで運ぶ場合、手に持ったり、頭に

のせたりするため、運びづらく、体にも大きな負
ふ

担
たん

がかかります。Qドラムを使うこと

で、容器の中心部分にひもを通し、転がして運ぶことができます。これにより、体に

かかる負担を減らしたり、水くみにかかる時間を減らしたりすることができるので、

水くみの大
おお

幅
はば

な改
かい

善
ぜん

を期待することができると言えます。この問題では、①Qドラムを

使う利点が正しく書かれているかどうか、②①の内容に過不足がないかどうか、③表

現や表記などに誤りがないかどうかを中心に見ています。

　　��②　�㋐　7.5÷14＝0.5357…より、53.6％となります。

　　　　��㋑　5÷20＝0.25より、25％となります。

　　　　��㋒　50÷290＝0.1724…より、17.2％となります。

　　　　��（参考）

　　　　���１キナ＝35円、１ブル＝５円、１ルピー＝1.7円と考えると、パプアニューギニアで水

の宅
たく

配
はい

サービスから50リットルの水を買う場合、35×7.5＝262.5より、およそ263円か

かります。エチオピアで水売り人から50リットルの水を買う場合、5×5＝25より、25

円かかります。もし、50リットルの水を自宅まで運んでもらう場合、5×30＝150より、

150円かかります。インドで給水車による水売りから50リットルの水を買う場合、�

1.7×50＝85より、85円かかります。

（6）　�図２より、日本の川は他の国の川と比べて短く、また、上流と下流の標高差が大きいこと

がわかります。そのため、川に降
ふ

った雨はすぐに海へ流れてしまいます。このような理由

から、降
こう

水
すい

量
りょう

が多くても資
し

源
げん

として使える水は少ないことが考えられます。この問題では、

①図２を参考にして、日本の地形の特
とく

徴
ちょう

にふれ、理由を正しく説明しているかどうか、②

①の内容に過不足がないかどうか、③表現や表記などに誤りがないかどうかを中心に見て

います。

（7）　�Qドラムを始め、水くみを改善するための方法は様々考えられます。たとえば、スイスのあ
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る企業は、よごれた水をろ過して飲むことができる製品を開発しました。ストローの形を

しており「ライフストロー」という名称がつけられています。こうした道具を使うことで、

身近にある安全ではない水も使うことができるようになり、水くみの改善に役立つことが

考えられます。また、ろ過や海水の淡
たん

水
すい

化や水を殺
さっ

菌
きん

する溶液など、水を浄
じょう

化
か

するための様々

な技術が開発されています。

　　�水くみから解放された女性や子どもたちは、新たに仕事を手にしたり、教育を受ける機会

を手にしたりすることができるようになると考えられます。仕事を持つ女性が増えること

で多くの女性が社会で活やくしたり、学びを通じて知識や技術を身に付けた子どもが将
しょう

来
らい

、

様々な活動に従
じゅう

事
じ

したりするようになり、その国を支える貴
き

重
ちょう

な労働力が増加することが

考えられます。結果として、その国に経済発展がもたらされるようになるでしょう。この

問題では、①水くみを改善するための具体的な方法が書かれているかどうか、②水くみか

ら解放される女性や子どもの数が増えることで、その国にもたらされる利点が書かれてい

るかどうか、③表現や表記などに誤りがないかどうかを中心に見ています。

2　

（1）　�図２より、大きさが１mmのつぶと流れる水の速さが秒速10cmが交差する点は、●のグラフ

と○のグラフの間です。たい積して川底をつくっている１mmのつぶが流されて動き出すの

は、流れる水の速さがおよそ秒速21cmより速いときです。よって、１mmのつぶは流されず

動きません。

（2）　�図２より、大きさが５mmのつぶと流れる水の速さが秒速50cmが交差する点は、●のグラフ

と○のグラフの間です。川の流れに運ばれている５mmのつぶが止まってたい積しはじめる

のは、流れる水の速さがおよそ秒速38cmより遅
おそ

いときです。よって、５mmのつぶは止まら

ず、運ばれ続けます。

（3）　�川の流れがだんだん遅くなっていくとき、川の流れに運ばれているつぶが止まってたい積

し始めるのは○のグラフです。その中で最も速い流れでたい積し始めるのは、大きさが

10mmのつぶです。

（4）　�川の流れがだんだん速くなっていくとき、川底をつくっているつぶが流されて動き出すの

は●のグラフです。その中で最も遅い流れで動き出すのは大きさが0.5mmのつぶです。

（5）　①　�図３より、海面からの高さ250mから200mの間と、海面からの高さ50mから河口までの

部分は長いため、川の流れはゆるやかです。それに対して海面からの高さが100m ～

150mの部分は短いので川の流れが急になっていることがわかります。したがって、イ

のようなグラフになると考えられます。

　　��②　�川がカーブしている部分の流れの速さは内側が遅く外側が速くなります。川の中央の

Ｑの位置は、Ｐよりは流れが速くＲよりは流れが遅いので、Ｐの位置はＱの位置より

も運ぶはたらきが小さくなっています。よって、アのようになることが考えられます。
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一方で、Ｒの位置はＱの位置よりも運ぶはたらきが大きくなっています。よって、イ

のようになることが考えられます。

　　��③　�川がにごってきたのは、川の土砂を運ぶはたらきが大きくなっているためです。つまり、

それだけ川の流れが速く、危険であると考えられます。その原因として、たとえば、

川の上流でたくさんの雨が降って、水かさが増したことなどが挙げられます。この問

題では、①「川からはなれる理由」が正しく書かれているかどうか、②表現や表記に誤

りがないかどうかを中心に見ています。

（6）　�つぶの大きいものが先にしずみ、つぶの小さいものは後にしずみます。小石は最も大きい

ため最初にしずみます。次に砂がしずみます。そのため、バケツの底に小石がつもり、小

石の上に砂がつもります。バケツを横からみた図は、解答のようになると考えられます。

この問題では、①「バケツにたい積した小石、砂のようす」が正しく説明できているかどうか、

②①の内容に過不足がなく、図と整合性のある説明であるかどうか、③表現や表記などに

誤りがないかどうかを中心に見ています。
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小学6年  適性検査Ｂ ── 解答と解説
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【例】
270×0.1＝27（g）……ふくまれている食塩の重さ
27÷0.06＝450（g）……元の食塩水の重さ
450－270＝180（g）

【例】
12、9、3 はどれも3の倍数なので、水をどのようにうつし
かえても測りとれる体積（L）は3の倍数となります。8 は 3
の倍数でないので、G に8Lの水を入れることはできません。

18 50 556 5 4.8

2

1080

18 60 41580

180

14 419

（L） B C B C

エ 19

エ エ
F D E F E

E F

F D E F D E
は い 水 こ う や 下 水 道 な ど に た ま っ た 雨 水 が 道
路 に あ ふ れ 、 交 通 マ ヒ を 引 き 起 こ す こ と が 考
え ら れ る 。 そ の 対 策 と し て 、 地 下 に 雨 水 を た
め ら れ る 空 間 を 作 っ た り 、 事 前 に 止 水 板 を 用
意 し た り す れ ば よ い と 思 う 。

夏 は 植 物 の 光 合 成 が 活 発 に な る た め 、 二 酸 化
炭 素 の 吸 収 が 放 出 を 上 回 る が 、 夏 を 過 ぎ る と
植 物 の 光 合 成 が 不 活 発 に な る た め 、 二 酸 化 炭
素 の 放 出 が 吸 収 を 上 回 る か ら 。

【例】

南 半 球 は 北 半 球 に 比 べ て 陸 地 が 少 な く 、 森 林
も 少 な い た め 、 季 節 に よ る 植 物 の 光 合 成 量 の
変 化 が 小 さ い か ら 。

【例】

【例】

（計　100点）
　  ⑴ア、イ、⑵、⑶①、②（答え）、　⑴、⑵……各2点
　  ⑴ウ、　⑶、　⑴、⑵、⑷、⑸……各3点
　  ⑷……4点
　  ⑶②（式や考え方）（内容3点・表記2点）、　⑹、　⑴ア～オ（完答）、⑵チ、ツ（完答）……各5点
　  ⑸、　⑵カ～コ（完答）、⑶（内容4点・表記2点）、
  　⑶①（内容①3点・内容②2点・表記1点）、②（内容①3点・内容②2点・表記1点）……各6点
　  ⑵サ～タ（完答）、　⑹（内容①3点・内容②3点・表記1点）……各7点
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2

高くなる 低くなる

②（式や考え方）

（答え）

1

21

（％）ア

22

（％）イ

 23

（％）ウ

24

（％）

25

（％）①

（1） （2） （3）

3
30

cm

（3）

31

cm2

（4）

32

cm

（5）

33

cm3

（6）

g

（3）

（完答）34

ア

（1）

 2928

（cm3）

（1） （2）

イ ウ エ オ

（完答）35

カ

（2）

キ ク ケ コ

（完答）37

チ

（2）

ツ

（完答）36

サ

（2）

シ ス セ ソ タ

できる

できない

（説明）
（3）

4

40

41

39

（2）（1）

45
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（4）
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（5）

【例】
270×0.1＝27（g）……ふくまれている食塩の重さ
27÷0.06＝450（g）……元の食塩水の重さ
450－270＝180（g）

【例】
12、9、3 はどれも3の倍数なので、水をどのようにうつし
かえても測りとれる体積（L）は3の倍数となります。8 は 3
の倍数でないので、G に8Lの水を入れることはできません。

18 50 556 5 4.8

2

1080

18 60 41580

180

14 419

（L） B C B C

エ 19

エ エ
F D E F E

E F

F D E F D E
は い 水 こ う や 下 水 道 な ど に た ま っ た 雨 水 が 道
路 に あ ふ れ 、 交 通 マ ヒ を 引 き 起 こ す こ と が 考
え ら れ る 。 そ の 対 策 と し て 、 地 下 に 雨 水 を た
め ら れ る 空 間 を 作 っ た り 、 事 前 に 止 水 板 を 用
意 し た り す れ ば よ い と 思 う 。

夏 は 植 物 の 光 合 成 が 活 発 に な る た め 、 二 酸 化
炭 素 の 吸 収 が 放 出 を 上 回 る が 、 夏 を 過 ぎ る と
植 物 の 光 合 成 が 不 活 発 に な る た め 、 二 酸 化 炭
素 の 放 出 が 吸 収 を 上 回 る か ら 。

【例】

南 半 球 は 北 半 球 に 比 べ て 陸 地 が 少 な く 、 森 林
も 少 な い た め 、 季 節 に よ る 植 物 の 光 合 成 量 の
変 化 が 小 さ い か ら 。

【例】

【例】

（計　100点）
　  ⑴ア、イ、⑵、⑶①、②（答え）、　⑴、⑵……各2点
　  ⑴ウ、　⑶、　⑴、⑵、⑷、⑸……各3点
　  ⑷……4点
　  ⑶②（式や考え方）（内容3点・表記2点）、　⑹、　⑴ア～オ（完答）、⑵チ、ツ（完答）……各5点
　  ⑸、　⑵カ～コ（完答）、⑶（内容4点・表記2点）、
  　⑶①（内容①3点・内容②2点・表記1点）、②（内容①3点・内容②2点・表記1点）……各6点
　  ⑵サ～タ（完答）、　⑹（内容①3点・内容②3点・表記1点）……各7点
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【解　説】

1　

（1）　�ア　�図を見ると、「しぼりたてのオレンジジュース」の重量を100としたとき「濃
のう

縮
しゅく

オレンジ

ジュース」の重量が18となっているので、アにあてはまる数は18とわかります。

イ　�100gの果汁が100＋100＝200（g）にうすめられたので、その濃さは100÷200＝0.5より、

50％です。

ウ　�たろう君と先生の会話から、果
か

汁
じゅう

が濃縮されているときも、「（元の果汁の重さ）÷（濃

縮した後の果汁の重さ）」で濃さが求められることがわかります。

100÷18＝5.555…　より、濃さを百分率で表すと555.5…％となるので、小数第１位

を四捨五入すると556％とわかります。

（2）　10÷（190＋10）＝0.05なので、5％です。

（3）　①　�水でうすめても、溶
と

けている食塩の重さは変わりません。

300×0.08＝24（g）……溶けている食塩の重さ

24÷（300＋200）＝0.048なので、4.8％です。

②　水を蒸発させても、溶けている食塩の重さは変わりません。

270×0.1＝27（g）……溶けている食塩の重さ

27÷0.06＝450（g）……元の食塩水の重さ

450－270＝180（g）

（別解）

濃度が6％から10％になるとき、食塩水の重さは6÷10＝0.6（倍）になっています。

270÷0.6＝450（g）……元の食塩水の重さ

450－270＝180（g）

この問題では、①答えを求めるまでの正しい式や考え方が書かれているかどうか、②

表現や表記などに誤りがないかどうかを中心に見ています。

2　

（1）　14.4－13.5＝0.9（cm）だけ水位が上がったので、レンガが押しのけた水の体積は、たて

30cm、横40cm、高さ0.9cmの直方体の体積となり、これがレンガの体積と等しくなります。

30×40×0.9＝1080（cm3）

（2）　レンガの水面より下にある部分だけが水を押しのけるので、図３の水位は図２の水位よ

りも低くなります。

（3）　30×40×13.5＝16200（cm3）……水の体積

1080×（1＋4）＝5400（cm3）……しずめたレンガの体積の和

下線部③のとき、水そうの「たて×横×水位」で求められる体積が16200＋5400＝21600

適性検査Ｂ─解答と解説



（cm3）にあたります。

21600÷（30×40）＝18（cm）

（4）　（3）より、レンガの高さが18cmなので、水そうの底についている面の面積は1080÷18＝

60（cm2）です。

（5）　水の入る部分がレンガによってせばめられ

て右図のようになっています。

水の体積は16200cm3なので、このときの水

位は16200÷（1200－60）＝14 4
19（cm）です。

（別解）

図３のときの水位を□cmとします。

水面より下にあるレンガの体積は60×□（cm3）と表すことができ、また、押しのけられた

水の体積は30×40×（□－13.5）（cm3）と表すことができます。

この２つの体積が等しくなるので、60×□＝30×40×（□－13.5）　という式が成り立ち

ます。

60×□＝30×40×（□－13.5）

60×□＝30×40×□－30×40×13.5

60×□＝1200×□－16200

この式の関係を図に表すと右のよう

になり、1200×□－60×□＝16200　

であることがわかります。

（1200－60）×□＝16200

1140×□＝16200

□＝16200÷1140＝14 4
19

よって、図３の水位は14 4
19 cmです。

（6）　浴
よく

槽
そう

の形はやや複
ふく

雑
ざつ

ですが、押しのけられたお湯の部分だけに注目すると、その部分は

たて126cm、横66cm、高さ40－35＝5（cm）の直方体です。

126×66×5＝41580（cm3）

水

30×40＝1200cm260cm2

レ
ン
ガ

1200×□

1620060×□

適性検査Ｂ─解答と解説



3　

（1）　右のように表を使って整理すると、ア

に２、イにＢ、ウにＣ、エにＢ、オに

Ｃが当てはまることがわかります。

（2）　（1）と同じように表を使って整理します。

まず、カ～コについて考えます。表のよ

うにＤに3L、Ｅに4L、Ｆに3L入ってい

る状態から、２回のうつしかえをしてど

こかに1Lを作らなければいけません。

そのようなうつしかえ方は、Ｆの3LをＤにうつし、その後にＥの水をＦにうつすしかあ

りません。よって、カにＦ、キにＤ、クにＥ、ケにＦ、コにＥが当てはまります。

次に、サ～タについて考えます。

いまＥに残っている1Lの水をＤにうつしてしまうと、Ｄに7L、Ｆに3Lの水が残ること

になり、今までの作業がむだになってしまいます。ですから、その1Lを変えないように

うつしかえをします。すると、Ｆの3LをＤにうつし、Ｅの1LをＦにうつせば、その次に

ＤからＥに7Lをうつすことができ、問題文のサ～タに合うことがわかります。

よって、サにＦ、シにＤ、スにＥ、セにＦ、ソにＤ、タにＥが当てはまります。

ここまでのうつしかえ方は下のようになります。

最後に、チ、ツについて考えます。

Ｅに5L残すためには7Lのうちの2Lだけをどこかにうつす必要があります。ここでＦを

見ると、Ｆには1L入っているので、あと2Lの水が入ることがわかります。

よって、チにＥ、ツにＦが当てはまります。

最後までうつしかえたときの様子は下のようになります。

（3）　12、９、３はいずれも３の倍数です。そのため、水をどのようにうつしかえても、3L、

6L、9L、12Lというような３の倍数Lしか作ることができません。

８は３の倍数ではないので、作ることはできません。

Bの水（L） 5 2 2 0 5 4

Cの水（L） 0 3 0 2 2 3

Dの水（L） 10 3 3 ? ? …

Eの水（L） 0 7 4 ? ? …

Fの水（L） 0 0 3 ? ? …

どれかが1L

Dの水（L） 10 3 3 6 6 9 9 2 …

Eの水（L） 0 7 4 4 1 1 0 7 …

Fの水（L） 0 0 3 0 3 0 1 1 …

Dの水（L） 10 3 3 6 6 9 9 2 2 5

Eの水（L） 0 7 4 4 1 1 0 7 5 5

Fの水（L） 0 0 3 0 3 0 1 1 3 0

適性検査Ｂ─解答と解説



この問題では、①「倍数」という言葉を使って理由を正しく説明しているかどうか、②表

現や表記などに誤りがないかどうかを中心に見ています。

4　

（1）　液体の水が蒸
じょう

発
はつ

して気体になるとき、周囲の熱をうばいます。このことを「気化熱」とい

います。打ち水は、この気化熱を利用しています。昼の暑いときに打ち水をすると、水

がすぐに蒸発してしまいます。このとき、発生した水
すい

蒸
じょう

気
き

が湿
しつ

度
ど

を上げてしまうため不

快に感じることがあります。そのため、はじめ君は昼の暑いときではなく、朝夕に打ち

水をする方がよいと考えています。

（2）　グラフ１より、1990年より後では、年平均気温が基準（0.0）より高かった年は19回ありま

す。

（3）　 ①　�多くの植物は葉の気
き

孔
こう

を通して、光合成に必要な二酸化炭素を取り入れたり、光合

成で産出された酸素を放出したりしています。夏は植物の葉がしげり、二酸化炭素

を吸
きゅう

収
しゅう

する光合成がさかんになるので、光合成による二酸化炭素の吸収が、呼吸に

よる二酸化炭素の放出を上回ります。そのため、二酸化炭素の濃
のう

度
ど

は低くなります。

しかし、夏を過ぎると、多くの植物が葉を落とすため、呼吸による二酸化炭素の放

出が光合成による二酸化炭素の吸収を上回ります。そのため、二酸化炭素の濃度が

高くなります。この問題では、①季節による植物の光合成の変化にふれ、理由が正

しく説明できているかどうか、②①の内容に過不足がないかどうか、③表現や表記

などに誤
あやま

りがないかどうかを中心に見ています。

②　�南半球は北半球に比べて陸地が少なく植物の数も少ないため、季節による光合成の

増減の影
えい

響
きょう

を受けにくくなります。そのため、年間を通して二酸化炭素の濃度変化

のはばは北半球に比べて小さくなります。この問題では、①南半球の地理的な特
とく

徴
ちょう

、

植物の光合成にふれ、理由が正しく説明できているかどうか、②①の内容に過不足

がないかどうか、③表現や表記などに誤りがないかどうかを中心に見ています。

（4）　グラフ４から、ア～エが正しいかどうかを検証します。

ア　�1924年から1947年までで、降水量が基準を上回る年は９回ですが、降水量が基準値

を200mm以上上回った年は３回です。

イ　�1910年の降水量はおよそ150mm、1920年の降水量はおよそ180mmです。よって、

1920年の方が降水量が多いことになります。

ウ　�グラフから集中豪雨が多いかどうかはわかりません。また、降水量が多いから集中

豪雨が多いと言えるわけではありません。

エ　�1994年は降水量が基準値を大きく下回っています。1994年より基準値を下回る年は

ないため、1994年は降水量が最も少なかったことがわかります。

適性検査Ｂ─解答と解説



グラフ５とグラフ６から、ア～エが正しいかどうかを検証します。

（5）　ア　�１時間の降水量が80mm以上の年間発生回数が10回以上であっても、１日の降水量が

400mm以上の年間発生回数が10回以上になっているとは言えません。

イ　�１日の降水量が400mm以上の年間発生回数が５回以下であっても、降水量が少ない

とは限りません。

ウ　�18.0÷9.9＝1.81…より、1998年から2009年までの１時間の降水量が80mm以上の年

間発生回数の平均は、1976年から1986年までの１時間の降水量が80mm以上の年間

発生回数の平均の３倍以上になりません。

エ　�9.8÷4.7＝2.085…より、1998年から2009年までの１日の降水量が400mm以上の年間

発生回数の平均は、1976年から1986年までの１日の降水量が400mm以上の年間発生

回数の平均の２倍以上になっています。

（6）　「ゲリラ豪
ごう

雨
う

」による大量の雨水は土地の低い所に一気に向かうので、はい水こうや下水

道などが満水になるおそれがあります。このとき、満水になった雨水が道路にあふれ出し、

交通マヒを引き起こすことが考えられます。また、地下鉄やビルの地下に流れこんだ大

量の雨水が，地下から地上への出口をふさいでしまうおそれもあります。そのため、地

下にいる人が地上に出られない危
き

険
けん

性
せい

も考えられます。それらの対
たい

策
さく

として、地下に雨

水をためられる空間を作ったり、止水板を用意したり、また、事前に避
ひ

難
なん

経路を確認し

たりする必要があります。この問題では、①ゲリラ豪雨によって引き起こされる問題点

が書かれているかどうか、②①に対する具体的な対
たい

策
さく

が書かれているかどうか、③表現

や表記などに誤りがないかどうかを中心に見ています。
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問三

25100200300350

2
問二 問五

25100200250

問一
ⅠⅡ

1
問三

森

問四 問二

か
ら

問一

　
私
は
、
ま
ち
が
う
こ
と
を
必
要
以
上
に
お
そ
れ
ず
に
、
ま
ち
が

う
こ
と
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

私
た
ち
は
正
し
い
こ
と
や
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を
い
く
つ
も
経
験
し

な
が
ら
、
自
分
自
身
の
も
の
の
考
え
方
や
進
む
べ
き
道
を
決
め
て

い
く
と
思
う
か
ら
だ
。

　
以
前
の
私
は
、
ま
ち
が
う
こ
と
を
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
、
人
前
で
の
発
言
が
い
や
だ
っ
た
。
し
か
し
、

何
も
言
わ
な
い
と
自
分
の
考
え
は
人
に
伝
わ
ら
な
い
と
も
思
っ
た
。

だ
か
ら
今
は
、
人
前
で
の
発
言
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
ち
が
い
を
発
見
し
た
ら
、
そ
の
原
因
を
自
分
一
人
で
探
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
人
の
意
見
に
耳
を
か
た
む
け
る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
新
し
い
視
点

で
ま
ち
が
い
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
私

は
ま
ち
が
い
を
お
そ
れ
ず
、
自
分
の
成
長
に
活
用
し
た
い
。

討
論
に
新
し
い
視
角
を
与
え
る
こ
と

が
よ
く
あ
る

や
り
な
お
し
た
り
、
正
し
い
方
向
へ
軌

道
修
正
し
た
り
す
る
と
よ
い
。

　
私
は
人
間
が
自
然
を
守
り
つ
つ
、
そ
の
力
を
人
間
の
生
活
に
生

か
す
方
法
を
と
る
の
が
良
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
を
守
り

つ
つ
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
自
然
を
大
切

に
す
る
人
が
増
え
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　
テ
レ
ビ
で
、
か
き
の
漁
師
が
山
に
木
を
植
え
る
活
動
を
し
て
い

る
と
い
う
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
山
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
養
分
が
海
に
流
れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
か
き
の
え
さ
に
な
り
、

か
き
の
と
れ
る
量
が
安
定
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
自
然
を

守
る
こ
と
と
人
間
の
生
活
の
両
方
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
増
え

て
い
く
と
い
い
と
思
う
。

単
林
で
は
一
度
の
伐
採
で
山
の
保
水
力
が
失
わ
れ
や
す
く
、
水
不
足
に
な
る
と
い
う
問
題

が
起
き
る
の
で
、
複
層
林
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

巣
造
り
を
し
た
り
、
ね
ぐ
ら
を
と
る
場
所
（
の
存
在
）

複
雑
な
構
造
の

ろ
く
に
雨
が
降
ら
な
い

イ
ン
ド
の
絵
本
を
翻
訳

（配点）
1　〔問一〕  各６点×２
　〔問二〕７点
　〔問三〕４点
　〔問四〕７点
　〔問五〕20点
　〔問一〕６点
　〔問二〕８点
　〔問三〕36点

計100点
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ⅠⅡ

1
問三

森

問四 問二

か
ら

問一

　
私
は
、
ま
ち
が
う
こ
と
を
必
要
以
上
に
お
そ
れ
ず
に
、
ま
ち
が

う
こ
と
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

私
た
ち
は
正
し
い
こ
と
や
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を
い
く
つ
も
経
験
し

な
が
ら
、
自
分
自
身
の
も
の
の
考
え
方
や
進
む
べ
き
道
を
決
め
て

い
く
と
思
う
か
ら
だ
。

　
以
前
の
私
は
、
ま
ち
が
う
こ
と
を
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
、
人
前
で
の
発
言
が
い
や
だ
っ
た
。
し
か
し
、

何
も
言
わ
な
い
と
自
分
の
考
え
は
人
に
伝
わ
ら
な
い
と
も
思
っ
た
。

だ
か
ら
今
は
、
人
前
で
の
発
言
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
ち
が
い
を
発
見
し
た
ら
、
そ
の
原
因
を
自
分
一
人
で
探
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
人
の
意
見
に
耳
を
か
た
む
け
る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
新
し
い
視
点

で
ま
ち
が
い
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
私

は
ま
ち
が
い
を
お
そ
れ
ず
、
自
分
の
成
長
に
活
用
し
た
い
。

討
論
に
新
し
い
視
角
を
与
え
る
こ
と

が
よ
く
あ
る

や
り
な
お
し
た
り
、
正
し
い
方
向
へ
軌

道
修
正
し
た
り
す
る
と
よ
い
。

　
私
は
人
間
が
自
然
を
守
り
つ
つ
、
そ
の
力
を
人
間
の
生
活
に
生

か
す
方
法
を
と
る
の
が
良
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
を
守
り

つ
つ
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
自
然
を
大
切

に
す
る
人
が
増
え
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　
テ
レ
ビ
で
、
か
き
の
漁
師
が
山
に
木
を
植
え
る
活
動
を
し
て
い

る
と
い
う
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
山
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
養
分
が
海
に
流
れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
か
き
の
え
さ
に
な
り
、

か
き
の
と
れ
る
量
が
安
定
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
自
然
を

守
る
こ
と
と
人
間
の
生
活
の
両
方
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
増
え

て
い
く
と
い
い
と
思
う
。

単
林
で
は
一
度
の
伐
採
で
山
の
保
水
力
が
失
わ
れ
や
す
く
、
水
不
足
に
な
る
と
い
う
問
題

が
起
き
る
の
で
、
複
層
林
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

巣
造
り
を
し
た
り
、
ね
ぐ
ら
を
と
る
場
所
（
の
存
在
）

複
雑
な
構
造
の

ろ
く
に
雨
が
降
ら
な
い

イ
ン
ド
の
絵
本
を
翻
訳

（配点）
1　〔問一〕  各６点×２
　〔問二〕７点
　〔問三〕４点
　〔問四〕７点
　〔問五〕20点
　〔問一〕６点
　〔問二〕８点
　〔問三〕36点

計100点
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【
解　

説
】

　
�　問

一　

―
線
部
①
に
あ
る
「
符ふ

合ご
う

」
は
注
に
、「
も
の
ご
と
が
ぴ
っ
た

り
と
合
う
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

―
線
部
①
の
直
前
の
内
容
か
ら
、

筆
者
が
講こ

う

演え
ん

に
行
っ
た
先
の
松
山
で
雨
が
な
か
な
か
降ふ

ら
な
い
こ
と

と
、
最
近
翻ほ

ん

訳や
く

し
た
イ
ン
ド
の
絵
本
の
内
容
が
と
て
も
よ
く
似に

て
い
た

こ
と
か
ら
、
筆
者
は
「
不
思
議
な
符
合
」
を
感
じ
て
い
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
Ⅰ
は
、
松
山
に
雨
が
降
ら
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
内
容
を

ま
と
め
ま
す
。
Ⅱ
に
は
、
似
た
よ
う
な
話
の
イ
ン
ド
人
女
性
が
書
い
た

絵
本
を
翻
訳
を
し
た
こ
と
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
五
字
以
上
十
字
以
内

と
い
う
字
数
制
限
が
あ
る
の
で
、「
イ
ン
ド
の
絵
本
を
翻
訳
」
の
よ
う

に
語
句
を
組
み
合
わ
せ
て
ま
と
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

Ⅰ
※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　
「
雨
が
降
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

②　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　

Ⅱ
※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

同
じ
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

の
「
絵
本
の
翻
訳
を
し
た
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

②　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

問
二　

杉す
ぎ

が
植
え
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
問
題
は
、

―
線
部
②
の
後

の
「
一
度
に
伐
採
し
て
し
ま
え
ば
、
山
は
丸ま

る

坊ぼ
う

主ず

に
な
っ
て
保
水
力
を

完
全
に
失
う
」
と
あ
る
部
分
を
ま
と
め
ま
す
。
解か

い

決け
つ

策さ
く

は
、
一
度
に
伐ば

っ

採さ
い

さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
単
林
で
は
な
く
種
類
や
植
え
ら
れ
た

時
期
の
違
う
複ふ

く

層そ
う

林
で
あ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
、
と
書
か
れ
て
い
る
部

分
を
ま
と
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

山
に
杉
が
植
え
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
問
題
が
書
か
れ
て
い
る

か

　

②　

①
の
問
題
へ
の
解か

い

決け
つ

策さ
く

が
書
か
れ
て
い
る
か

　

③　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　
問
三　

―
線
部
③
の
後
に
「
生
活
上
欠か

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
」
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
森
に
す
む
野
鳥
に
と
っ
て
、
見
晴
ら
し
が
き
き
、

エ
サ
を
探
し
や
す
い
「
と
ま
り
木
」
や
天
敵
か
ら
に
げ
こ
め
る
「
ヤ
ブ
」

も
大
切
な
要
素
で
す
が
、「
い
ち
ば
ん
大
事
な
要
素
」
は
「
巣
造
り
を

し
た
り
、
ね
ぐ
ら
を
と
る
場
所
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
最
も

大
切
な
要
素
、
二
十
字
以
内
、
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
手
が
か
り
に
し
て
文

章
後
半
か
ら
探
し
出
し
ま
す
。

問
四　　
の
後
半
で
、「
鳥
の
求
め
る
条
件
は
多
種
多
様
な
の
で

す
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
森
で
あ
れ
ば
野
鳥
が
住
み
や
す

い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
ま
と
め
て
い
る
部
分
に
注
意
し
な
が
ら

読
ん
で
い
き
ま
す
。「
森
の
構
造
が
複
雑
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
こ

に
す
む
野
鳥
も
多
い
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
と
、
野
鳥
に
と
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
る
、「
複
雑
な
構
造
の
」
森
が
住
む
の
に
適
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　
「
複
雑
な
構
造
」
が
森
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

②　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

1
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問
五　　
と　
を
読
ん
で
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
に
つ

い
て
自
分
の
考
え
を
記き

述じ
ゅ
つ

す
る
問
題
で
す
。　
で
は
、
自
然
の

前
で
は
人
間
の
力
は
と
て
も
及お

よ

ば
な
い
こ
と
、
自
然
を
人
間
の
都
合
で

変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
、

　
で
は
豊
か
な
自
然
が
生
物
を
育
む
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
、
自
分
な
り
の
自
然
と
の
か
か
わ
り
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
自
分
の
考
え
を
組
み
立
て
る
と
書
き
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
文
章
に
書
か
れ
た
自
然
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
に
対
し
て
自
分
の

立
場
を
考
え
る
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

　
　

解か
い

答と
う

欄ら
ん

に
書
き
始
め
る
前
に
、
条
件
が
す
べ
て
入
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
書
く
べ
き
こ
と
を
短
く
箇か

条じ
ょ
う

書
き
に
メ
モ
し

て
み
る
と
い
う
工
夫
の
し
か
た
も
あ
り
ま
す
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

人
間
の
自
然
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
が
書
か
れ

て
い
る
か

　

②�　

①
に
関
係
す
る
見
聞
き
し
た
こ
と
や
体
験
し
た
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

③�　

読
み
手
が
考
え
を
補
っ
た
り
推す

い

測そ
く

し
た
り
す
る
必
要
の
な
い
説
明

で
あ
る
か

　

④　

答
案
用
紙
の
使
い
方
が
正
し
い
か

　

⑤　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　

⑥　

字
数
制
限
が
守
ら
れ
て
い
る
か

　

�　問
一　

―
線
部
①
の
直
後
を
読
む
と
、
と
ん
で
も
な
い
意
見
が
討と

う

論ろ
ん

に

有
効
で
あ
る
点
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
見
に
誤あ

や
ま

り
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
「
討
論
に
新
し
い
視し

角か
く

を
与
え
る
」
こ
と
が
、
議
論
を
発
展

さ
せ
る
も
と
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。「
誤
っ
た
意
見
の
ほ
う
が
、

討
論
に
は
有
効
な
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
部
分
も
「
か
ら
」
に
つ
な
が

る
の
で
一
見
よ
さ
そ
う
で
す
が
、

―
線
部
①
と
同
じ
内
容
を
言
い
か

え
て
い
る
部
分
な
の
で
、
理
由
の
説
明
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
二　

―
線
部
②
の
直
前
に
「
若
い
と
き
ほ
ど
、
修
正
の
余
地
が
あ
る

の
だ
か
ら
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
ま
と
め
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
前
を
見
て
い
く
と
、「
ま
ち
が
っ
た
ら
、
や
り

な
お
せ
ば
よ
い
だ
け
の
こ
と
だ
」、「
あ
る
い
は
、
正
し
い
方
向
へ
と
、

軌き

道ど
う

修
正
を
し
て
い
け
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
部
分
を
二
十
五
字
以
上
三
十
字
以
内
で
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。
文
末
を
「
す
れ
ば
よ
い
」
な
ど
と
し
て
、
つ
な
が
り
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　
「
や
り
な
お
す
」
と
い
う
方
法
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

②�　
「
軌
道
修
正
す
る
」
と
い
う
方
法
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

③�　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

問
三　

文
章
を
通
じ
て
筆
者
は
「
世
の
中
に
は
、正
し
い
か
誤
っ
て
る
か
、

結
論
の
く
だ
せ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
」
の
だ
か
ら
、「
正
し
い
か

ど
う
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
で
、
意
見
を
言
っ
た
ほ
う
が
よ

い
」
し
、
ま
ち
が
っ
た
ら
「
正
し
い
方
向
へ
と
、
軌
道
修
正
を
し
て
い

け
ば
よ
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
筆
者
の
考
え
も
参
考
に
し

文
章
Ａ

文
章
Ｂ

文
章
Ａ

文
章
Ｂ
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な
が
ら
、
ま
ち
が
う
こ
と
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
意
見
を
ま
と
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
問
題
に
は
「
ま
ち
が
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」「
ま

ち
が
っ
た
と
き
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
」
と
い

う
四
つ
の
書
く
べ
き
内
容
が
あ
り
ま
す
。
書
き
忘
れ
、
内
容
の
重ち

ょ
う

複ふ
く

が

な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
箇か

条じ
ょ
う

書
き
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

ま
ち
が
う
こ
と
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
見
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

②�　

①
の
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

③�　

ま
ち
が
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

④　

③
の
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

⑤�　

読
み
手
が
考
え
を
補
っ
た
り
推
測
し
た
り
す
る
必
要
の
な
い
説
明

で
あ
る
か

　

⑥　

答
案
用
紙
の
使
い
方
が
正
し
い
か

　

⑦　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　

⑧　

字
数
制
限
が
守
ら
れ
て
い
る
か

適性検査Ｃ─解答と解説



小
学
六
年
　

適
性
検
査
Ｄ 

─
─
─ 

解
答
と
解
説

問二問三

25100200300400450

問五

25100200250

問一
ⅠⅡ

1
問三

2
問一

森

問四 問二

　
私
は
、
中
学
校
で
自
分
が
成
長
で
き
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
と
気
の
合
う
人
と
だ
け
で
は
な

く
、
考
え
方
が
ち
が
う
人
と
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
や
意
見
に
ふ
れ
る
こ
と
が

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　
小
学
校
で
も
、
気
の
合
う
人
と
合
わ
な
い
人
、
両
方
に
出
会
っ

た
。
気
の
合
う
人
と
の
関
わ
り
は
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
少
な

い
の
で
、
気
楽
に
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
で

な
い
人
と
の
間
で
は
、
意
見
の
食
い
ち
が
い
や
納
得
で
き
な
い
こ

と
が
起
き
た
り
し
て
、
不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
自
分
の
考
え
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
心

が
け
た
り
、
相
手
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

と
考
え
た
り
し
て
、
分
か
り
合
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
こ
と
を
ふ
り
返
っ
た
り
、
相
手
を
気
づ

か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
気
の
合
う
人
と
の
関
わ
り
合
い
だ
け
で

は
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
た
体
験
か
ら
、
私
は
自
分

と
考
え
方
の
ち
が
う
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

（配点）

計100点

1

2

　〔問一〕各６点×２
　〔問二〕７点
　〔問三〕４点 
　〔問四〕７点
　〔問五〕20点
　〔問一〕６点
　〔問二〕８点
　〔問三〕36点

自
然
の
論
理
と
人
間
の
論
理
と
が
、
交
錯
し
あ
う
場

生
徒
の
将
来
を
計
画
し
、
そ
れ
に
向
け
て
現
在
を
管
理
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。

単
林
で
は
一
度
の
伐
採
で
山
の
保
水
力
が
失
わ
れ
や
す
く
、
水
不
足
に
な
る
と
い
う
問
題

が
起
き
る
の
で
、
複
層
林
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

巣
造
り
を
し
た
り
、
ね
ぐ
ら
を
と
る
場
所
（
の
存
在
）

複
雑
な
構
造
の

ろ
く
に
雨
が
降
ら
な
い

イ
ン
ド
の
絵
本
を
翻
訳

　
私
は
人
間
が
自
然
を
守
り
つ
つ
、
そ
の
力
を
人
間
の
生
活
に
生

か
す
方
法
を
と
る
の
が
良
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
を
守
り

つ
つ
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
自
然
を
大
切

に
す
る
人
が
増
え
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　
テ
レ
ビ
で
、
か
き
の
漁
師
が
山
に
木
を
植
え
る
活
動
を
し
て
い

る
と
い
う
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
山
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
養
分
が
海
に
流
れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
か
き
の
え
さ
に
な
り
、

か
き
の
と
れ
る
量
が
安
定
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
自
然
を

守
る
こ
と
と
人
間
の
生
活
の
両
方
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
増
え

て
い
く
と
い
い
と
思
う
。

適性検査Ｄ─解答と解説



問二問三

25100200300400450

問五

25100200250

問一
ⅠⅡ

1
問三

2
問一

森

問四 問二

　
私
は
、
中
学
校
で
自
分
が
成
長
で
き
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
と
気
の
合
う
人
と
だ
け
で
は
な

く
、
考
え
方
が
ち
が
う
人
と
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
や
意
見
に
ふ
れ
る
こ
と
が

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　
小
学
校
で
も
、
気
の
合
う
人
と
合
わ
な
い
人
、
両
方
に
出
会
っ

た
。
気
の
合
う
人
と
の
関
わ
り
は
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
少
な

い
の
で
、
気
楽
に
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
で

な
い
人
と
の
間
で
は
、
意
見
の
食
い
ち
が
い
や
納
得
で
き
な
い
こ

と
が
起
き
た
り
し
て
、
不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
自
分
の
考
え
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
心

が
け
た
り
、
相
手
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

と
考
え
た
り
し
て
、
分
か
り
合
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
こ
と
を
ふ
り
返
っ
た
り
、
相
手
を
気
づ

か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
気
の
合
う
人
と
の
関
わ
り
合
い
だ
け
で

は
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
た
体
験
か
ら
、
私
は
自
分

と
考
え
方
の
ち
が
う
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

（配点）

計100点

1

2

　〔問一〕各６点×２
　〔問二〕７点
　〔問三〕４点 
　〔問四〕７点
　〔問五〕20点
　〔問一〕６点
　〔問二〕８点
　〔問三〕36点

自
然
の
論
理
と
人
間
の
論
理
と
が
、
交
錯
し
あ
う
場

生
徒
の
将
来
を
計
画
し
、
そ
れ
に
向
け
て
現
在
を
管
理
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。

単
林
で
は
一
度
の
伐
採
で
山
の
保
水
力
が
失
わ
れ
や
す
く
、
水
不
足
に
な
る
と
い
う
問
題

が
起
き
る
の
で
、
複
層
林
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

巣
造
り
を
し
た
り
、
ね
ぐ
ら
を
と
る
場
所
（
の
存
在
）

複
雑
な
構
造
の

ろ
く
に
雨
が
降
ら
な
い

イ
ン
ド
の
絵
本
を
翻
訳

　
私
は
人
間
が
自
然
を
守
り
つ
つ
、
そ
の
力
を
人
間
の
生
活
に
生

か
す
方
法
を
と
る
の
が
良
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
を
守
り

つ
つ
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
自
然
を
大
切

に
す
る
人
が
増
え
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　
テ
レ
ビ
で
、
か
き
の
漁
師
が
山
に
木
を
植
え
る
活
動
を
し
て
い

る
と
い
う
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
山
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
養
分
が
海
に
流
れ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
か
き
の
え
さ
に
な
り
、

か
き
の
と
れ
る
量
が
安
定
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
自
然
を

守
る
こ
と
と
人
間
の
生
活
の
両
方
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
増
え

て
い
く
と
い
い
と
思
う
。
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【
解　

説
】

　
�　問

一　

―
線
部
①
に
あ
る
「
符ふ

合ご
う

」
は
注
に
、「
も
の
ご
と
が
ぴ
っ
た

り
と
合
う
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

―
線
部
①
の
直
前
の
内
容
か
ら
、

筆
者
が
講こ

う

演え
ん

に
行
っ
た
先
の
松
山
で
雨
が
な
か
な
か
降ふ

ら
な
い
こ
と

と
、
最
近
翻ほ

ん

訳や
く

し
た
イ
ン
ド
の
絵
本
の
内
容
が
と
て
も
よ
く
似に

て
い
た

こ
と
か
ら
、
筆
者
は
「
不
思
議
な
符
合
」
を
感
じ
て
い
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
Ⅰ
は
、
松
山
に
雨
が
降
ら
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
内
容
を

ま
と
め
ま
す
。
Ⅱ
に
は
、
似
た
よ
う
な
話
の
イ
ン
ド
人
女
性
が
書
い
た

絵
本
を
翻
訳
を
し
た
こ
と
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
五
字
以
上
十
字
以
内

と
い
う
字
数
制
限
が
あ
る
の
で
、「
イ
ン
ド
の
絵
本
を
翻
訳
」
の
よ
う

に
語
句
を
組
み
合
わ
せ
て
ま
と
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

Ⅰ
※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　
「
雨
が
降
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

②　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　

Ⅱ
※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

同
じ
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

の
「
絵
本
の
翻
訳
を
し
た
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

②　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

問
二　

杉す
ぎ

が
植
え
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
問
題
は
、

―
線
部
②
の
後

の
「
一
度
に
伐
採
し
て
し
ま
え
ば
、
山
は
丸ま

る

坊ぼ
う

主ず

に
な
っ
て
保
水
力
を

完
全
に
失
う
」
と
あ
る
部
分
を
ま
と
め
ま
す
。
解か

い

決け
つ

策さ
く

は
、
一
度
に
伐ば

っ

採さ
い

さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
単
林
で
は
な
く
種
類
や
植
え
ら
れ
た

時
期
の
違
う
複ふ

く

層そ
う

林
で
あ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
、
と
書
か
れ
て
い
る
部

分
を
ま
と
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

山
に
杉
が
植
え
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
問
題
が
書
か
れ
て
い
る

か

　

②　

①
の
問
題
へ
の
解か

い

決け
つ

策さ
く

が
書
か
れ
て
い
る
か

　

③　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　
問
三　

―
線
部
③
の
後
に
「
生
活
上
欠か

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
」
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
森
に
す
む
野
鳥
に
と
っ
て
、
見
晴
ら
し
が
き
き
、

エ
サ
を
探
し
や
す
い
「
と
ま
り
木
」
や
天
敵
か
ら
に
げ
こ
め
る
「
ヤ
ブ
」

も
大
切
な
要
素
で
す
が
、「
い
ち
ば
ん
大
事
な
要
素
」
は
「
巣
造
り
を

し
た
り
、
ね
ぐ
ら
を
と
る
場
所
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
最
も

大
切
な
要
素
、
二
十
字
以
内
、
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
手
が
か
り
に
し
て
文

章
後
半
か
ら
探
し
出
し
ま
す
。

問
四　　
の
後
半
で
、「
鳥
の
求
め
る
条
件
は
多
種
多
様
な
の
で

す
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
森
で
あ
れ
ば
野
鳥
が
住
み
や
す

い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
ま
と
め
て
い
る
部
分
に
注
意
し
な
が
ら

読
ん
で
い
き
ま
す
。「
森
の
構
造
が
複
雑
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
こ

に
す
む
野
鳥
も
多
い
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
と
、
野
鳥
に
と
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
る
、「
複
雑
な
構
造
の
」
森
が
住
む
の
に
適
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　
「
複
雑
な
構
造
」
が
森
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

②　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

1

文
章
Ｂ
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問
五　　
と　
を
読
ん
で
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
に
つ

い
て
自
分
の
考
え
を
記き

述じ
ゅ
つ

す
る
問
題
で
す
。　
で
は
、
自
然
の

前
で
は
人
間
の
力
は
と
て
も
及お

よ

ば
な
い
こ
と
、
自
然
を
人
間
の
都
合
で

変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
、

　
で
は
豊
か
な
自
然
が
生
物
を
育
む
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
、
自
分
な
り
の
自
然
と
の
か
か
わ
り
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
自
分
の
考
え
を
組
み
立
て
る
と
書
き
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
文
章
に
書
か
れ
た
自
然
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
に
対
し
て
自
分
の

立
場
を
考
え
る
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

　
　

解か
い

答と
う

欄ら
ん

に
書
き
始
め
る
前
に
、
条
件
が
す
べ
て
入
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
書
く
べ
き
こ
と
を
短
く
箇か

条じ
ょ
う

書
き
に
メ
モ
し

て
み
る
と
い
う
工
夫
の
し
か
た
も
あ
り
ま
す
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

人
間
の
自
然
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
が
書
か
れ

て
い
る
か

　

②�　

①
に
関
係
す
る
見
聞
き
し
た
こ
と
や
体
験
し
た
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

③�　

読
み
手
が
考
え
を
補
っ
た
り
推す

い

測そ
く

し
た
り
す
る
必
要
の
な
い
説
明

で
あ
る
か

　

④　

答
案
用
紙
の
使
い
方
が
正
し
い
か

　

⑤　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　

⑥　

字
数
制
限
が
守
ら
れ
て
い
る
か

　

�　問
一　

―
線
部
①
の
後
の
段
落
に
雑ぞ

う

木き

山
が
ど
ん
な
場
所
で
あ
る
か
が

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
里
か
ら
は
人
が
、
そ
し
て
山
か
ら
は
獣け

も
の

が
出

か
け
て
い
っ
て
、
い
り
ま
じ
り
あ
う
と
こ
ろ
」
と
具
体
的
に
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
指
定
さ
れ
た
字
数
に
合
わ
な
い
の
で
、「
自
然
の
論
理
と

人
間
の
論
理
と
が
、
交こ

う

錯さ
く

し
あ
う
場
」
と
抽ち

ゅ
う

象し
ょ
う

的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
部
分
を
抜
き
出
し
ま
す
。

問
二　

―
線
部
②
「
い
ま
、
学
校
は
だ
ん
だ
ん
と
杉
山
に
近
く
な
っ
て

き
た
」
と
い
う
部
分
は
、
学
校
を
杉
山
に
た
と
え
て
い
る
比ひ

喩ゆ

表
現
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

―
線
部
②
の
直
前
に
、
杉
山
が
「
人
間
の
論
理
」

で
「
将
来
が
設
計
さ
れ
、
そ
れ
に
向
け
て
現
在
が
管
理
さ
れ
て
い
る
」

と
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
を
利
用
し
て
ま
と
め
ま
す
。
そ
の
時
に
、「
計

画
」「
管
理
」「
生
徒
」
の
三
語
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
何

を
計
画
し
、
何
を
管
理
し
て
い
る
か
を
と
も
に
考
え
ま
す
。

―
線
部

②
の
直
後
に
は
学
校
で
も
「
管
理
と
計
画
」
が
あ
る
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

「
将
来
を
設
計
」
し
「
現
在
が
管
理
」
さ
れ
る
の
は
学
校
も
同
じ
だ
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
計
と
似
た
意
味
の
計
画
を
用
い
る
こ
と

で
意
味
が
通
じ
る
言
い
方
に
な
り
ま
す
。
文
末
は
「
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に
対
応
す
る
よ
う
に
、「
な
っ
た
こ
と
」
な

ど
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　
「
生
徒
の
将
来
を
計
画
す
る
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

②�　
「
現
在
を
管
理
す
る
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

③�　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

問
三　

文
章
を
通
じ
て
筆
者
は
「
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
、
複
雑
に
か
ら
ま

文
章
Ａ

文
章
Ｂ

文
章
Ａ

文
章
Ｂ
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り
あ
っ
て
、
世
の
な
か
が
作
ら
れ
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
学

校
は
だ
ん
だ
ん
と
杉
山
に
近
く
な
っ
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
ま
っ
す
ぐ
な
き
み
も
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
き
み
も
、
土
の
下

で
は
、
同
じ
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
根
を
持
っ
て
、
同
じ
山
の
土
に
、

か
ら
ま
り
あ
っ
て
い
る
」
の
が
「
人
間
の
社
会
」
だ
と
も
述
べ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
筆
者
の
考
え
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
あ
な
た
自
身
が
中

学
校
で
作
り
た
い
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
問
題
に
は
「
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
作
り
た
い
か
」「
そ
の
よ

う
な
人
間
関
係
を
作
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
」「
そ
れ
ぞ

れ
の
理
由
」と
い
う
四
つ
の
書
く
べ
き
内
容
が
あ
り
ま
す
。
書
き
忘わ

す

れ
、

内
容
の
重ち

ょ
う

複ふ
く

が
な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
箇か

条じ
ょ
う

書
き
に
す
る
な

ど
工
夫
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

※
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
見
ま
す
。

　

①�　

中
学
校
で
作
り
た
い
人
間
関
係
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
が
書
か
れ

て
い
る
か

　

②　

①
の
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

③�　

①
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
作
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
か

　

④　

③
の
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
か

　

⑤�　

読
み
手
が
考
え
を
補
っ
た
り
推
測
し
た
り
す
る
必
要
の
な
い
説
明

で
あ
る
か

　

⑥　

答
案
用
紙
の
使
い
方
が
正
し
い
か

　

⑦　

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

　

⑧　

字
数
制
限
が
守
ら
れ
て
い
る
か
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